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農耕地における

太陽エネルギーの流れ〈完〉
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~40%) に比較すると極めて低く，ここに生物機能を利

3. 作物による太陽エネルギーの固定 用する農業の特徴があり，大きな壁がある。

しかも 1~3% という太陽エネルギ{固定率は，人間

上の論儀では，作物の光合成活動による太陽エネルギ があらゆる技術と資材を駆使して作物をよく管理してや

{の固定を無視したが，これは人間生存の糧であって， っと達成されているという事実を忘れてはならない。

現在までの農業の歴史は，この無視される程にか細いエ このため 3 緑と土と水という素朴な農業は無くなり，

ネルギーの糸を，いかに大きくするかの苦闘の途であっ 現在の農業は機械と化石エネルギーにどっぷりと浸って

たともいえる。 いる。このお陰で，爆発する人口に食糧を供給すること

第3表種々な作物と植生の太陽エネルギー固定率 (Eu%) 

何Z qめ ['E] E u 11， ヰ知 国 Eu 行三 ヰ和 国 E u 

イ ネ 1'1 本 l.3 サトウキビ* アメリカ 2.8 ネーピアグラス* エパルサドル 4.2 jレ

ダイ ス 日 本 0.7 サトウキビ* ノ、ヮィ 3.8 
ブールーラソシュ* オースト

4.3 ミレット ラリ

ビー 日 * I l.4 オオムギ イギリス l.8 ワ タ
オースト 1.4 

ラリ

トウモロコシ* 日 オ三 1.3 コ ム イ二ν オランダ l.7 アjレフ 7 }レファ アメリカ 1.4 

トウモロコシ* イ ギ リ ス 3.4 キャ、Jサノ〈 マレーシア 2.0 

トウモロコシ* アメリカ 3.4 ilu ヤ y マレーシア l.4 熱街 i日iJ'(J也 4.0 

トウモロコシ* ア メ リ カ 2.9 ウシノケグサ イギリス 3.5 i比帯 m 沢 J也 0.7 

トウモロコシ* ク イ 2.7 赤クローパー
ニニュ』ーンーー

1.9 亜熱帝 miJU也 3.3 
ランド

イ イょ、 フイリ、yピン 1.7 ライグラス* イ ギ リ ス 2，5 広?l'~ 1M 林 0.4 

ビー ト イ ギ リ ス 4.3 スーグングラス* アメリカ 3.0 アメリカ lI!k#ミ 0.94 
-1.7 

永い人聞の努力によって，光合成による太陽エネルギ

ー固定率は，遅いながらも着実に上昇してきており，最

近の多収穫品種の栽培圃場では，他の熱収支項の 1/10程

度までになっている。多くの資料源からの結果を要約す

ると第 3表のようになる。

一般に，進化的に古い Cs植物とよばれる作物の平均

固定率は 1.9%と低く，進化的に新しい C4植物の作物

では平均 3.1%と，かなり高い。それでも，主な熱収支

項:蒸発熱源:の1/20，"，-，1/10というわずかな割合である。

このエネルギ一転換効率は，新鋭火力発電所のそれ (30
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第3図 現在の農業における生産構造が出来た。その模様が第3図に示さ

れている。

このような成功は，他方では農村

社会の変化，耕地環境の汚染，食糧

の汚染などを惹き起こしている。エ

ネルギー資源の限界，それに基づく

価格の高騰，環境汚染の防止など，

現在の高生産性農業の前には，その

基盤をおびやかすような事態がひか

えている。

一方，今世紀末には60億近い人口

をかかえることになり，農業生産お

よびそれを支える技術のまえには，

大きな矛盾が待ちかまえている。

この矛盾を打開して，十分で安全

な食糧を生産すること，それを可能

にする技術を開発することは，農業

関係者に課された大きな問題といえ
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4月号は誤りにつき重量んで訂正致します。

係り〕

く最近の大立の生産動向>

ことしの農業白書から 農

わが国の大豆作付面積は， 29年の 業

43万 haをピーグに， 45年には 9万 機

5，500haとなった。しかし46年度以 械
降本格的な稲作転換対策が実施され よ仁みゴ

北海道の作付面積が田でも増加し， 数
都府県の作付面積減少のテンポが鈍

った。 53年度には水田利用再編対策 万台

の実施で，田での作付が大巾に伸び

たため，前年比60.2%増の12万7千
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haとなった。

53年度の10a当たり収量は，北海道では作柄良好で前 あったものが， 53年では90%近くなっている。また53年
年比54.7%増の 277kgという豊作となったが，都府県で 産転作大豆の場合， 10 a当たり 5万5千円が支払われ，
は梅雨あけ後干ばつ状態が続いたため，作柄はやや不良 更に水田利用再編計画に従って転作を実施した地区に対
で125kgとなった。全国の収穫量は作付面積の大巾な増 して， 10 a 当たり 1~2 万円が交付されることふなるの
加で，前年比71.4%増の19万 tとなった。 で，転作奨励金を加えた大豆の10a当たり所得は，地域

また価格は， 52年産に生産振興奨励会が基準価格に織 によって差はあるが，ほぼ米に匹敵する水準になってい
込まれ， 53年産は基準価格が1.9%引上げられて60kg当 る。

たり 1万5，133円となり，対米価比でも43年では50%強で


